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活発な議論を実施
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最低
賃金

はず
っと

今年
も上
がっ
たよ
！

最低賃金は、毎年、都道府県ごとに見直されます

会社は、最低賃金額以上の賃金を支払う義務があります

最低賃金額を下回る賃金は法律違反となり、
下回った場合、差額を請求できます お給料が月給制でも適用されます

パートタイマーや学生バイト、臨時、嘱託など
雇用形態や呼称に関係なく、
原則すべての労働者と
その使用者に適用されます

上が
って
いま
す！

午後10時～午前5時に勤務する場合

深夜割増25%を加算

最低賃金は

円
時給

円
時給

※深夜（午後10時～午前5時）に勤務する場合、少なくとも25％の割増賃金が
加算されます。「深夜割増」以外にも「時間外割増」や「休日割増」が加算され
るケースがあります。詳しくは、連合へご相談ください。

の地域別

なんでも労働相談ホットラインへ 労働相談チャットボット
 「ゆにボ」

24時間・15言語で
サポートします！と思ったら…最低賃金より低いかも？

給
料

出典：厚生労働省による地域別最低賃金改定状況を基に作成（2026年度は目安額の全国加重平均）
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小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

9月の主な活動
	 5日	 第4回地協代表者会議
	 7日	 第3回組織対策委員会
	15日	 下半期会計監査
	17日	 第6回青年委員会
	18日	 第11回四役会議
	 	 県議会議員懇談会
	25日	 �第4回ジェンダー平等

　　　　　推進委員会
	29日	 第11回執行委員会

政
策
委
員
会
を
開
催

　

８
月
28
日
、
万
代
市
民
会
館

で
、
第
４
回
政
策
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、「
２
０
２

７
年
度
新
潟
県
予
算
に
関
す
る

施
策
要
望
書
」
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
次
年
度
新
潟

県
予
算
に
関
す
る
施
策
要
望
は
、

政
策
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

労
働
者
・
生
活
者
の
立
場
に
立

っ
た
要
望
項
目
を
と
り
ま
と
め

て
、
要
望
書
と
し
て
新
潟
県
に

提
出
し
て
い
ま
す
。
施
策
要
望

は
雇
用
・
労
働
政
策
や
経
済
・

産
業
政
策
、
社
会
保
障
・
医
療

政
策
な
ど
の
11
分
野
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
委
員
か
ら
は
、

長
時
間
労
働
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
裁
量
労
働
制
の
対
象
業
務

拡
大
な
ど
の
要
件
緩
和
は
行
わ

な
い
よ
う
求
め
る
こ
と
、
教
育

分
野
で
は
小
中
高
等
学
校
の
体

育
館
に
空
調
設
備
の
設
置
を
求

め
る
こ
と
な
ど
、
現
場
の
実
状

に
も
と
づ
く
意
見
が
挙
が
り
ま

し
た
。

　

本
委
員
会
で
議
論
し
た
「
２

０
２
７
年
度
新
潟
県
予
算
に
関

す
る
施
策
要
望
書
」
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
執
行
委
員
会
で
最

終
確
認
を
行
い
、
県
知
事
へ
直

接
、
要
請
書
を
手
交
す
る
予
定

で
す
。

　

連
合
新
潟
の
政
策
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
継
続
し
た
要
請

行
動
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
引

き
続
き
、
各
組
織
か
ら
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
安
に
２
円
上
乗
せ
で 

答
申
さ
れ
る

　

８
月
５
日
、
新
潟
労
働
局
の

諮
問
機
関
で
あ
る
新
潟
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
は
、
２
０
２
６

年
度
の
新
潟
県
最
低
賃
金
に
つ

い
て
、
58
円
引
き
上
げ
て
、
時

給
１
１
０
８
円
と
す
る
こ
と
を

答
申
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
異
議
申
出
審
議
が

行
わ
れ
、
労
働
者
代
表
委
員
・

使
用
者
代
表
委
員
と
も
に
「
再

審
議
の
必
要
な
し
」
と
し
、
10

月
１
日
か
ら
新
潟
県
の
最
低
賃

金
は
１
１
０
８
円
と
な
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

審
議
の
経
過

　

今
年
度
の
最
低
賃
金
の
審
議

は
、
２
０
２
５
年
度
の
改
定
で
、

①
近
隣
県
を
意
識
し
大
幅
な
引

き
上
げ
と
な
っ
た
地
域
が
多
か

っ
た
こ
と
、
②
発
効
日
に
大
き

な
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
受
け
、
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
目
安
制
度
の
在
り
方
に
関

す
る
全
員
協
議
会
か
ら
「
令
和

７
年
度
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

の
審
議
結
果
を
踏
ま
え
た
論
点

と
考
え
方
の
整
理
」
が
示
さ
れ
、

注
目
を
集
め
る
中
、
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
か
ら
示
さ
れ
た
目
安

額
を
参
考
に
し
つ
つ
、
公
益
委

員
、
労
働
者
代
表
委
員
、
使
用

者
代
表
委
員
で
構
成
さ
れ
る
審

議
会
で
、
最
低
賃
金
法
第
９
条

の
２
「
地
域
別
最
低
賃
金
は
、

地
域
に
お
け
る
労
働
者
の
生
計

費
お
よ
び
賃
金
な
ら
び
に
通
常

の
事
業
の
賃
金
支
払
い
能
力
を

考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
３
要
素
）」
に
則
り
、

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
な
が

ら
議
論
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

労
働
者
側
が
、
①
最
低
賃
金

は
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
水
準
で
あ

る
こ
と
、
②
最
低
賃
金
の
地
域

間
額
差
を
縮
小
し
て
い
く
こ
と

の
２
点
を
柱
に
80
円
の
引
き
上

げ
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
使

用
者
側
は
、
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
必
要
性
は
認
め
つ
つ
も
、

原
材
料
価
格
等
の
高
騰
や
価
格

転
嫁
が
進
ま
ず
、
県
内
企
業
に

余
力
が
な
い
と
し
て
、
32
円
の

引
き
上
げ
が
適
当
と
主
張
し
ま

し
た
。

　

以
降
の
審
議
で
、
労
使
双
方

歩
み
寄
り
の
考
え
は
示
し
た
も

の
の
、
金
額
の
一
致
に
は
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
益
委

員
よ
り
「
県
内
労
働
者
の
生
計

費
、
賃
金
お
よ
び
通
常
の
事
業

の
賃
金
支
払
い
能
力
（
３
要

素
）
を
ふ
ま
え
、
中
央
最
低
賃

金
審
議
会
か
ら
提
示
の
あ
っ
た

目
安
お
よ
び
労
使
双
方
の
意
見

と
地
域
間
格
差
是
正
を
総
合
的

に
勘
案
し
た
結
果
、
58
円
引
き

上
げ
、
改
定
額
を
１
１
０
８
円

と
す
る
」
と
の
公
益
見
解
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

労
働
者
代
表
委
員
と
し
て
は
、

現
在
の
生
活
苦
を
考
え
れ
ば
満

足
で
き
る
金
額
で
は
な
い
も
の

の
、
来
年
以
降
の
引
き
上
げ
に

つ
な
が
る
金
額
で
あ
る
と
受
け

止
め
、
目
安
に
２
円
上
乗
せ
と

し
た
公
益
の
判
断
を
尊
重
し
、

採
決
で
は
賛
成
（
公
益
・
労
働

者
代
表
委
員
賛
成
、
使
用
者
代

表
委
員
反
対
）
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
都
道
府
県
で
最
低

賃
金
の
審
議
を
終
え
、
今
年
度

の
全
国
加
重
平
均
は
１
１
７
７

円
と
な
る
予
定
で
、
新
潟
県
と

全
国
平
均
の
額
差
は
69
円
と
な

り
ま
す
。
全
国
平
均
や
都
市
部
、

近
隣
県
と
の
額
差
は
引
き
続
き

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
最
低
賃

金
の
継
続
的
な
引
き
上
げ
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

最
低
賃
金
の
履
行
確
保
へ

向
け
て

　

新
潟
県
の
最
低
賃
金
が
10
月

１
日
か
ら
改
定
さ
れ
る
こ
と
に

あ
わ
せ
て
、
各
地
域
協
議
会
の

協
力
の
も
と
、
9
月
24
日
か
ら

10
月
25
日
ま
で
の
１
ヵ
月
間
、

新
潟
県
内
周
知
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
制
度
の
履
行
確
保

を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
各
加
盟
組
合
で
も
、
企

業
内
最
低
賃
金
の
チ
ェ
ッ
ク
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
７
春
季
生
活

闘
争
で
は
、
次
年
度
以
降
の
最

低
賃
金
引
き
上
げ
を
勘
案
し
た

取
り
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
方
針
策
定
に
お
い
て
は
、

十
分
な
組
織
内
討
議
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

　

新
潟
県
に
は
、
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
新
潟
県
最

低
賃
金
の
他
に
、
①
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
等
製
造
業
、
②

各
種
商
品
小
売
業
、
③
自
動
車

（
新
車
）・
部
品
小
売
業
の
３

つ
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃

第36回勤労者駅伝大会
参加チーム募集中�

と　き  2026年11月３日（火・祝）
ところ  デンカビッグスワンスタジアム
　　　  新潟県スポーツ公園
種　目  18.4km　６人リレー

http://www.jtuc-rengo.jp/
niigata/ekiden/
＊申込締切 2026年10月15日（木）

金
が
あ
り
ま
す
。
特
定
（
産
業

別
）
最
低
賃
金
は
、
当
該
産
業

の
基
幹
的
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
今
年
度
も
金

額
改
定
へ
向
け
て
申
出
を
行
い

ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
自
動
車
（
新

車
）・
部
品
小
売
業
、
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
等
製
造
業
、
各

種
商
品
小
売
業
の
３
業
種
と
も

に
、
残
念
な
が
ら
金
額
改
定
の

「
必
要
性
な
し
」
と
な
り
ま
し

た
。
産
業
の
価
値
や
魅
力
を
高

め
る
観
点
か
ら
も
、
特
定
（
産

業
別
）
最
低
賃
金
の
継
続
的
な

引
き
上
げ
も
重
要
な
取
り
組
み

で
す
。

　

新
潟
県
最
低
賃
金
、
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
審
議

経
過
は
、
新
潟
労
働
局
の
Ｈ
Ｐ

で
議
事
録
が
公
開
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ

さ
い
。

新潟県の最低賃金は
10月1日から58円引き上げられ

1108円になります

第4回

公  示
連合新潟第36回年次大会
連合新潟規約第17条および第19条にもとづき
第36回年次大会を下記のとおり開催します。
◇日  時　2026年10月29日（木）
　　　　　　　　　　13：30～16：30
◇会  場　新潟市・新潟東映ホテル１階
� 「白鳥の間」
◇付議事項
・2026年度活動報告
・2026年度財政報告および会計監査報告
・2027年度活動計画に関する件
・2027年度財政に関する件
・役員交代の承認に関する件

女性委員会
第38回総会

◦日  時　
　　11月７日（土）
� 時間：14：00
◦会  場　
　　新潟市・
� 万代シルバーホテル

青年委員会
第38回総会

◦日  時　
　　11月７日（土）
� 時間：14：30
◦会  場　
　　新潟市・
� 万代シルバーホテル

◎2026年度
　労働条件実態調査

◎2027地域ミニマム運動
　・2026年度賃金実態調査

　☆提出期限：9月30日（水）必着

ご協力を
お願いします！

調査実施中
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労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

みんな笑顔で「ナイスモルック！」

ギャラリーが見守る中、決勝戦第１投

広島派遣中学生結団式

戦争の歴史について理解を深めました

ピザづくり体験の様子

https://
tyuuetu.net/
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今
年
は
、
女
性
の
参

政
権
獲
得
か
ら
80
年
。

　

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組

「
偉
人
の
年
収
」
で
女

性
も
投
票
で
き
る
道
を

開
い
た
市
川
房
枝
の
闘

い
を
紹
介
し
て
い
た
。

　

戦
後
、
女
性
議
員
が
39
人
誕
生
し
、

こ
の
新
潟
で
も
「
台
所
か
ら
政
治
を

変
え
る
」
と
立
ち
上
が
っ
た
２
人
の

女
性
が
当
選
し
た
。
市
川
さ
ん
の
口

癖
の
言
葉
「
平
和
な
く
し
て
平
等
な

し　

平
等
な
く
し
て
平
和
な
し
」
こ

の
単
純
な
平
和
と
平
等
の
な
ん
と
難

し
い
こ
と
か
。
改
め
て
、
市
川
房
枝

さ
ん
の
世
代
か
ら
の
バ
ト
ン
を
し
っ

か
り
受
け
継
ぎ
た
い
と
思
っ
た
８
月

で
あ
っ
た
。�

（
Ｓ
）

10月の自治体選挙連合新潟推薦候補予定者
◇燕市議会議員選挙（10月11日投開票  定数20）

◇見附市議会議員選挙（10月25日投開票  定数15）

とりべ 一
かず

彦
ひこ

�（無所属）
新人　55歳

佐
さ さ き

々木志
し づ こ

津子�（無所属）
現職７期目　72歳

樺
かば

澤
さわ

  直
なお

純
ずみ

�（無所属）
現職２期目　55歳

　

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
食
料
・
環
境
問
題
、

新
潟
県
お
よ
び
国
内
農
林
水
産

業
の
維
持
・
発
展
、
食
の
安
全

に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
課

題
解
決
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
連
合
新
潟
と
コ
ー
プ

デ
リ
に
い
が
た
で
構
成
す
る
団

体
で
す
。

　

８
月
22
日
、
新
潟
市
ア
グ
リ

　

長
岡
市
で
は
、
長
岡
空
襲
が

あ
っ
た
８
月
１
日
を
「
恒
久
平

和
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
７
月
31
日
に

は
、
市
民
有
志
に
よ
る
実
行
委

員
会
主
催
の
「
第
32
回
平
和
の

森
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
１
日
に
は
、
平

和
の
森
公
園
で
新
教
組
長
岡
支

部
・
長
岡
非
核
平
和
都
市
宣
言

市
民
の
会
（
連
合
中
越
も
構
成

団
体
）
主
催
の
「
平
和
祈
願
祭
」

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
ア
オ
ー
レ

　

８
月
30
日
、
連
合
新
潟
青
年

委
員
会
は
、
長
岡
市
・
ア
ト
リ

ウ
ム
長
岡
で
２
０
２
６
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、

総
勢
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
潟
モ
ル
ッ
ク
ク

ラ
ブ
か
ら
古
石
拓
也
さ
ん
、
長

島
遼
平
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

近
年
競
技
人
口
が
増
加
傾
向
に

あ
る
「
モ
ル
ッ
ク
競
技
」
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

基
本
ル
ー
ル
の
説
明
や
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
の
練
習
を
経
て
、

　

８
月
９
日
に
開
催
さ
れ
る

「
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和

祈
念
式
典
」
の
前
日
に
、
各
産

別
、
構
成
組
織
、
地
方
連
合
会

か
ら
の
参
加
者
約
１
５
０
０
人

が
集
ま
り
、「
２
０
２
６
平
和

ナ
ガ
サ
キ
集
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
集
会
で
は
、
戦
後
81

年
と
な
り
、
被
爆
の
実
相
を
知

る
、
語
る
人
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

か
ら
は
、
新
た
な
語
り
部
と
な

っ
て
、
職
場
地
域
で
広
め
て
も

ら
い
た
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
平
和
集
会
、
平
和
祈

念
式
典
、
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
等

で
の
、
首
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

被
爆
者
の
語
り
、
高
校
生
の
こ

と
ば
、
平
和
公
園
・
周
辺
施
設

で
の
見
学
を
通
じ
て
、
戦
争
に

よ
り
核
爆
弾
と
い
う
大
量
破
壊

兵
器
で
老
若
男
女
の
人
々
が
そ

れ
ま
で
の
生
活
、
人
生
を
本
当

に
ひ
ど
い
形
で
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
戦
争
は
人

が
起
こ
す
も
の
だ
か
ら
、
戦
争

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
こ
と
も

人
が
国
が
対
話
に
よ
り
で
き
る

は
ず
だ
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
こ
う
い
っ
た
痛
ま
し
い

被
害
は
敗
戦
し
た
か
ら
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
戦
勝
国
で
あ
っ
て

も
大
き
な
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
お

い
て
戦
争
を
仕
掛
け
、
他
の

国
々
の
人
々
に
苦

し
み
を
与
え
て
い

ま
す
。
自
ら
の
国

の
被
害
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
他
国

へ
与
え
た
被
害
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再

び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し

た
。

長
岡
で
は
、
長
岡
市
主
催
、
長

岡
非
核
平
和
都
市
宣
言
市
民
の

会
な
ど
と
の
共
催
に
よ
る
「
長

岡
市
平
和
祈
念
式
典
」、
さ
ら

に
、
長
岡
市
や
連
合
中
越
、
長

岡
商
工
会
議
所
女
性
会
な
ど
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
主
催
の

「
第
19
回
な
が
お
か
平
和
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
81
年
を
迎
え
た
今
年
、

８
月
２
日
・
３
日
の
長
岡
ま
つ

り
大
花
火
大
会
と
と
も
に
、
恒

久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

各
行
事
の
詳
し
い
内
容
は
、

連
合
中
越
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ク
で
、
今
年
度
１
回
目
の

体
験
型
学
習
会
を
開
催
し
、
構

成
組
織
か
ら
大
人
24
人
、
子
ど

も
26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

企
画
す
る
体
験
型
学
習
会
で
は
、

①
季
節
の
野
菜
収
穫
②
牛
の
搾

乳
と
餌
や
り
③
ピ
ザ
づ
く
り
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
高
温
や
降
雨

不
足
の
影
響
に
よ
り
野
菜
の
生

育
が
思
わ
し
く
な
い
状
況
で
し

た
が
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
を
収
穫

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牛
の
搾
乳
・
餌
や
り

体
験
で
は
、
は
じ
め
は
少
し
緊

張
し
た
様
子
で
し
た
が
、
徐
々

に
慣
れ
て
く
る
と
、
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ピ
ザ
づ
く
り
体
験
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
個
性
豊
か
な
ピ
ザ
を

作
る
様
子
が
見
ら
れ
る
と
と
も

に
、
食
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
な
が
ら
、
美
味
し
く
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
回
の
体
験
型
学
習
会
の
企

画
も
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
方
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

新潟県・食と環境
ネットワーク

2026 第１回
体験型学習会を開催

平
和
の
祈
り
を
込
め
て
・
・
・

　

連
合
中
越
地
協　

事
務
局
長　
　

横
　
澤
　
勝
　
之

合
言
葉
は

「
ナ
イ
ス
モ
ル
ッ
ク
！
」

２
０
２
６
平
和
行
動
in
長
崎
に
参
加
し
て

　

連
合
新
潟　

副
会
長　
　
　
　

登
　
坂
　
崇
　
規

■ 五泉八幡宮七夕風鈴祭
� ■■■  下越地協 発  ■■■

　今回は下越地協管内の五泉市、「五泉八幡宮の七夕
風鈴祭り☆天の川巡り」をご紹介します。
　五泉八幡宮では、夏の風物詩として境内に色とりど
りの風鈴が飾られ、風が吹くたびに涼やかな音色が響
きます。風鈴には一つひとつ願いが込められており、
アンブレラスカイとともに境内を彩る美しい光景が、
訪れる人を楽しませてくれます。
　七月の終わり、五泉支部のイベントに合わせて、以
前から一度訪れてみたいと思っていた五泉八幡宮へ足
を運んできました。風に揺れる色とりどりの風鈴を眺
めながら、暑さを忘れて心癒されるひとときを過ごせ

ました。
　五泉八幡宮は、かつて五泉城
があった地に鎮座し、多彩な
神々が祀られています。ニット
の街・五泉らしく「機神様」も
祀られており、毎年４月の春季
祭礼、９月の秋季祭礼も開催さ
れています。次は祭礼の時期に
も訪れてみたいと思います。

私の地
まち

域からこんにちは！�

全
６
チ
ー
ム
総
当
た
り
の
「
サ

マ
フ
ェ
ス
杯
」
を
行
い
、
珍
プ

レ
ー
好
プ
レ
ー
続
出
の
激
闘
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
フ
ァ
イ
ン
シ

ョ
ッ
ト
に
は
「
ナ
イ
ス
モ
ル
ッ

ク
」
の
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
新
潟
モ

ル
ッ
ク
ク
ラ
ブ
か
ら
記
念
缶
バ

ッ
チ
が
贈
呈
（
モ
ル
ッ
ク
で
は

缶
バ
ッ
チ
交
換
が
慣
例
と
の
こ

と
）
さ
れ
、
笑
顔
と
歓
声
が
あ

ふ
れ
た
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

モ
ル
ッ
ク
競
技
は
、
年
齢
や

性
別
、
身
体
機
能
な
ど
に
関
わ

ら
ず
誰
も
が
公
平
・
公
正
に
参

加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

（
作
戦
の
組
み
立
て
に
は
頭
を

使
い
ま
す
）

　

ぜ
ひ
み
な
さ
ま
も
体
験
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。


